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〈表１〉
旧・政府（自民・公明）案 ３党（民主・社民・国民）案

労働者派遣事業の適正な運営の確保及び派
遣労働者の就業条件の整備等に関する法律

「労働者派遣事業の適正な運営の確保及び派遣労働者保護等に関する法律」と
し、目的部分も変更する

○ 日雇派遣（契約期間が日々または30日以
内）は原則禁止しするが、例外を設ける

○雇用契約期間が２か月以下の労働者派遣を禁止

○原則自由化のまま ○政令で定める専門業務等（新たな専門職制度）を除き製造派遣を禁止
○ 労災保険法の施行のため、行政庁が、派
遣先の事業場へ立入検査すること等がで
きることとする

○以下の項目の義務づけ等により、派遣先責任を強化
　・労働者派遣契約の順守
　・年次有給休暇の取得を理由とする不利益取扱いの禁止
　・育児休業を理由とする不利益取り扱いの禁止
　・派遣労働者所属労働組合と派遣先との団体交渉応諾義務　など

○ 同種の義務に係る一般の賃金水準等を考
慮し賃金決定することを努力義務化

○労働者の就業形態にかかわらず、就業の実態に応じ、均等な待遇を確保

○違法な労働者派遣を行った法人に対する罰則の強化
　・ 公衆衛生又は公衆道徳上有害な業務に就かせる目的での労働者派遣につい

て、20万円以上３億円以下の罰金
　・禁止業務派遣、無許可派遣について、１億円以下の罰金
　・無届での特定労働者派遣等について、3000万円以下の罰金
○法律違反であることを知って労働者派遣を受けた派遣先に対する罰則の導入

長
妻
厚
労
大
臣
が
派
遣
制
度

の
あ
り
方
に
つ
い
て
諮
問

労
働
者
派
遣
法
改
正
に

向
け
た
議
論
ス
タ
ー
ト

　

10
月
７
日
、
長
妻
厚
生
労
働

大
臣
が
労
働
政
策
審
議
会
に
対

し
、
今
後
の
労
働
者
派
遣
法
の

在
り
方
に
つ
い
て
諮
問
し
、
７

日
に
労
働
政
策
審
議
会
職
業
安

定
分
科
会
、
15
日
に
労
働
力
需

給
制
度
部
会
が
開
か
れ
ま
し

た
。
新
政
権
が
発
足
し
た
こ
と

に
伴
い
、
す
で
に
労
働
政
策
審

議
会
で
確
認
さ
れ
て
い
る
旧
政

府
案
の
内
容
に
、
マ
ニ
フ
ェ
ス

ト
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
旧
野
党

３
党
案
を
ど
う
反
映
さ
せ
て
い

く
か
と
い
う
方
向
で
議
論
が
始

ま
り
ま
し
た
。

　

旧
政
府
案
は
、「
日
雇
派
遣
」

に
つ
い
て
は
30
日
以
内
を
原
則

禁
止
と
し
て
い
る
も
の
の
、
例

外
を
設
け
る
と
し
て
お
り
、

「
派
遣
切
り
」が
大
き
な
問
題

と
な
っ
た
製
造
業
の
派
遣
に
つ

い
て
も
、
規
制
を
加
え
ず
原
則

自
由
化
の
ま
ま
と
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
均
等
待
遇
に
つ
い

て
も
「
努
力
義
務
」
と
な
っ
て

お
り
、実
効
性
の
あ
る「
改
正
」

と
は
程
遠
い
も
の
で
す
。
し
か

し
、
旧
野
党
３
党
案
は
、
ま
だ

不
十
分
な
点
も
あ
り
ま
す
が
、

法
律
名
・
目
的
で
「
労
働
者
保

護
」
の
性
格
を
明
確
に
し
、
２

ヶ
月
以
下
の
派
遣
を
禁
止
、
均

等
待
遇
の
確
保
や
違
法
派
遣
を

行
っ
た
企
業
に
対
す
る
罰
則
も

設
け
る
な
ど
、
実
効
性
の
あ
る

内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。
総
選

挙
結
果
に
よ
る
政
権
交
代
で
、

旧
３
野
党
は
政
権
与
党
に
な
っ

て
お
り
、
今
度
の
臨
時
国
会
で

は
、
こ
の
旧
３
野
党
案
を
最
低

基
準
と
し
た
抜
本
改
正
を
実
現

さ
せ
る
こ
と
が
急
務
で
す
。

財
界･

企
業
は
必
死
の
抵
抗

世
論
の
力
で〝
巻
き
返
し
〞

を
包
囲
し
よ
う

　

労
働
政
策
審
議
会
の
論
議
で

は
、
使
用
者
委
員
（
財
界
・
企

業
側
の
委
員
）
に
よ
る
必
死
の

抵
抗
も
始
ま
り
、
労
働
者
の
運

動
に
対
す
る
〝
巻
き
返
し
〞
が

強
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

製
造
業
の
派
遣
や
２
ヶ
月
以

内
の
短
期
派
遣
を
禁
止
し
て
い

る
旧
３
野
党
案
に
対
し
、
使
用

者
委
員
は
「
中
小
企
業
で
の
派

遣
切
り
で
モ
ラ
ル
が
な
い
な
ら

ば
是
正
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」「
中
小
製
造
業
は
、
コ
ス

よ
う
な
も
の
は
派
遣
労
働
者
に

期
待
し
て
い
な
い
」
と
派
遣
労

働
者
が
「
使
い
捨
て
」
で
あ
る

こ
と
を
容
認
し
、「
登
録
派
遣

を
禁
止
し
、
一
人
で
も
派
遣
で

働
き
た
い
労
働
者
の
道
を
閉
ざ

す
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
憲
法

違
反
」「
子
育
て
・
介
護
中
、

高
齢
者
な
ど
の
派
遣
で
働
き
た

い
と
い
う
声
な
き
声
を
言
っ
て

い
る
」
な
ど
と
、
派
遣
労
働
者

の
実
態
を
無
視
す
る
発
言
を
続

け
て
い
ま
す
。

　

派
遣
労
働
の
原
則
自
由
化

（
１
９
９
９
年
）
製
造
業
の
派

遣
労
働
の
導
入
（
２
０
０
４

年
）
以
降
、
派
遣
労
働
者
の
人

数
は
急
増
し
、
正
規
労
働
者
が

減
少
し
続
け
、
現
在
で
は
派
遣

労
働
者
を
含
む
、
非
正
規
率
は

38
・
４
％
に
も
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
れ
に
従
い
、
労
働
者
全

体
の
賃
金
水
準
も
低
下
し
、
正

規
労
働
者
の
賃
金
も
右
肩
下
が

り
に
低
下
し
て
い
る
の
が
特
徴

で
す
。
こ
う
し
た
状
況
を
反
映

し
て
、
公
務
員
賃
金
も
同
様
に

低
下
し
て
い
ま
す
。

　

高
校
・
大
学
を
卒
業
し
、
正

社
員
と
し
て
就
職
し
よ
う
と
思

っ
て
も
就
職
先
が
な
く
、
や
む

を
得
ず
「
派
遣
」
や
「
契
約
」

と
い
っ
た
非
正
規
の
道
を
選
ば

な
く
て
は
な
ら
な
い
の
が
今
の

現
状
で
す
。
こ
う
し
た
状
況
を

一
日
も
早
く
改
善
し
、
労
働
者

全
体
の
賃
金
底
上
げ
を
実
現
す

る
た
め
に
、
労
働
者
派
遣
法
の

抜
本
改
正
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
私
た
ち
府
職
員
の
賃
上
げ

要
求
実
現
の
た
め
に
も
、
全
力

で
奮
闘
し
ま
し
ょ
う
！

　

府
職
労
は
、
職
場
・
地
域
か

ら
国
会
請
願
署
名
、
労
働
政
策

審
議
会
あ
て
団
体
署
名
の
取
り

組
み
な
ど
、
秋
季
年
末
闘
争
の

た
た
か
い
と
結
合
し
、
取
り
組

み
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

ト
が
か
か
る
の

で
人
も
雇
え

ず
、
製
造
業
へ

の
派
遣
が
禁
止

さ
れ
れ
ば
、
工

場
の
海
外
移
転

と
い
う
こ
と
に

も
な
り
か
ね
な

い
」
と
、
ま
る

で
中
小
企
業
だ

け
が
派
遣
切
り

を
行
っ
て
い
る

か
の
よ
う
な
責

任
転
嫁
の
発
言

を
し
て
い
ま

す
。
ま
た
「
正

規
と
派
遣
に
は

期
待
す
る
資
質

は
違
い
、
派
遣

に
期
待
す
る
の

は
違
う
の
で
は

な
い
か
。
匠
の

すべての労働者の力をあわせすべての労働者の力をあわせ

09秋季年末闘争で要求実現へ！09秋季年末闘争で要求実現へ！

資料：財務省「法人企業統計調査」
（年度）
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従業員給与
593万円

配当金
10兆2800億円

経常利益
32兆2790億円

１人当たりの従業員給与（右目盛）
配当金計（左目盛）
経常利益（左目盛）

（資本金10億円以上）
＜グラフ１＞ 空前の利益を上げる大企業　配当も増加、従業員給与は低迷
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府
労
組
連
は
10
月
27
日
、
09

年
府
労
組
連
秋
季
・
年
末
要
求

書
を
府
当
局
に
提
出
す
る
と
と

も
に
、
30
日
に
は
橋
下
知
事
に

対
し
、
府
人
事
委
員
会
の
不
当

な
マ
イ
ナ
ス
勧
告
を
実
施
せ
ず

生
活
改
善
に
つ
な
が
る
賃
上
げ

や
「
独
自
カ
ッ
ト
」
の
中
止
な

ど
25
項
目
に
わ
た
る
切
実
な
要

求
を
訴
え
ま
し
た
。
府
労
組
連

は
、
公
民
一
体
で
府
民
生
活
と

職
員
の
生
活
を
守
る
た
め
秋
季

年
末
闘
争
の
と
り
く
み
を
強
化

し
て
い
き
ま
す
。

独
自
カ
ッ
ト
の
中

止
で
生
活
改
善
を

　

財
政
難
を
口
実
に
し
た
定
数

削
減
に
よ
る
長
時
間
過
密
の
労

働
実
態
、
12
年
間
に
及
び
賃
金

抑
制
、
特
に
昨
年
８
月
か
ら
の

大
幅
な
独
自
カ
ッ
ト
で
、
心
身

と
も
に
疲
労
困
憊
し
て
い
る
職

員
の
生
活
は
大
変
厳
し
い
状
況

に
あ
り
ま
す
。

　

今
回
の
府
人
勧
は
１
３
１
億

円
の
賃
金
減
額
を
求
め
る
不
当

な
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

独
自
カ
ッ
ト
を
さ
れ
て
い
る
も

と
実
際
は
２
万
５
千
円
を
超
え

る
公
民
格
差
が
発
生
し
て
い
こ

と
か
ら
、
独
自
カ
ッ
ト
の
中
止

を
本
来
勧
告
す
べ
き
で
す
。
府

労
組
連
は
独
自
カ
ッ
ト
の
中
止

を
求
め
て
い
き
ま
す
。

終
業
時
間
繰
上
げ

の
勤
務
時
間
短
縮

　

勤
務
時
間
の
15
分
短
縮
は
、

国
と
21
道
府
県
が
４
月
１
日
か

ら
実
施
し
て
い
ま
す
。
夏
季
闘

争
で
は
「
他
府
県
の
動
向
等
を

十
分
注
視
し
つ
つ
、
研
究
会
な

ど
も
活
用
し
、
意
見
交
換
し
な

が
ら
検
討
す
る
」
と
当
局
は
回

答
し
ま
し
た
が
、
府
労
組
連
か

ら
の
再
三
に
わ
た
る
要
求
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
一
度
も
研
究
会

が
開
か
れ
て
い
ま
せ
ん
。
終
業

公
務
部
門
の
賃
下
げ
は

 

全
労
働
者
の
賃
金
抑
制

全
職
員
署
名
を
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
橋
下
「
行
革
」
に
よ
る

府
民
切
捨
て
、
職
員
犠
牲
を
許

さ
な
い
公
民
一
体
の
た
た
か
い

を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。
宣
伝

行
動
、
決
起
集
会
、
署
名
行
動

へ
の
積
極
的
な
参
加
を
呼
び
か

け
ま
す
。

時
間
の
繰
上
げ
に
よ
る
勤
務
時

間
短
縮
が
切
実
な
要
求
で
あ
る

こ
と
か
ら
そ
の
実
現
を
求
め
て

い
き
ま
す
。

全
員
署
名
に

ご
協
力
を

　

府
労
組
連
は
、
府
民
宣
伝
や

働
く
ル
ー
ル
の
確
立
で

 

す
べ
て
の
労
働
者
の
賃
金
引
上
げ
を


